
試験研究成果普及情報

部門 経営 対象 行政・研究・普及

課題名：県内耕地における有機物施用と農業経営構造との関連

［要約］普通畑では有機物施用が一般的で、特に専業経営では家畜糞堆肥に加え、多
様な有機物資材が選択されている。水田では、稲わら施用を中心とした自己完結的な
土壌管理が、専業、兼業ともに一般的である。

ｷｰﾜｰﾄﾞ（専門区分） 経済構造 （研究対象）農耕地土壌－畑・水田
（ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ）耕地 有機物 堆肥 家畜糞 稲わら

実施機関名（主 査） 農業総合研究センター 企画調整部 経営調査室
（協力機関） 農業総合研究センター 生産環境部 土壌環境研究室
（実施期間） ２００２年度～２００３年度

［目的及び背景］
家畜糞堆肥等の資源循環に関する政策の企画立案及び研究開発に貢献するため、耕地に

おける有機物施用実態と農業経営構造との関連を明らかにする。

［成果内容］
１．農業試験場（現農業総合研究センター）による「土壌環境基礎調査」（1994～97年）
における土壌管理実態と調査対象圃場の経営上の位置付けとの関連を分析した。

(1)普通畑（表１）
ア 有機物は全体の76.5％で畑で施用され、施用率は、専業農家の基幹部門＞同準基幹
部門＞兼業農家＞専業農家の副次的・自給的部門の順である。

イ 家畜糞堆肥は、全体の44.3％で施用され、有機物施用の中心となっているが、専業
農家の基幹部門を中心に、配合有機肥料や植物系資材の施用など多様な選択がなされ
ている。

(2)水田（表２）
ア 有機物は全体の37.8％で施用され、普通畑に比べ低い。
イ 有機物施用の大半は稲わらであり、家畜糞堆肥施用は全体の3.5％で、兼業農家では、
ほとんど施用されていない。

２．以上の調査分析結果から以下のことが言える。
(1)普通畑では、経営上重要な圃場を中心に、有機物施用が行われ、特に、専業経営では家
畜糞堆肥に加え、多様な有機物資材類の選択がなされている。

(2)水田では、稲わら施用を中心とした自己完結的な土壌管理が、専業、兼業ともに一般的
である。

(3)耕地における有機物不足の解消手段として、家畜糞堆肥の利用促進を図ることには一定
の限界があるので、家畜糞堆肥の利用による耕種農業側の効用を技術的側面及び制度的
側面から検討する必要がある。

［留意事項］
［普及対象地域］県下全域
［行政上の処置］
［普及状況］



［成果の概要］

表１ 経営的位置付けから見た普通畑調査ほ場における有機物の施用状況

表２ 経営的位置付けから見た水田調査ほ場における有機物の施用状況

［発表及び関連文献］


